
小和田地区まちぢから協議会

「市長と語る会」

令和４年度

＜令和４年8月27日＞



「市長と語る会」次第

1. 総合司会挨拶・開会宣言 川原委員 雫石副会長

2.小和田地区まちぢから協議会会長挨拶 新倉会長

3.茅ヶ崎市長挨拶 佐藤市長

4.行政職員紹介 三浦課長

5.小和田まちぢから協議会委員紹介 宗田委員

6.議事

第1部 1)  通学路改善報告 大野部会員

2） 防災部会の活動報告 下山部会長

3)   みちの愛称プロジェクト＜パート２＞ 樋浦部会員

4)   広報部会の取組み報告 香山部会長

第2部 1) こわだみらい部会 活動開始 佐久間部会員

2) フリーディスカッション 雫石部会長

7.総評 佐藤市長

8.閉会挨拶 島﨑副会長



委員名簿（令和４年度）

•

•



第1部

＜こわだ会、自治会＆交通安全部会にて検討し＆実施＞

①.赤羽根神輿堂道路反対側通学路新設･･･4月～

②.国道１号線歩道橋横通学路新設･･･4月～

③.赤松中央通り減速ドット新設･･･６月～

④.センター鋲２か所更新･･･６月～

⑤.松林通り「ことぶき」後の直線路側帯拡幅・・・８月

1） - 1 通学路改善報告



第1部

①．赤羽根新通学路

1） - ２ 通学路改善報告

赤中南の信号～バイパスまでの地図

信号機から

道路から東へ

赤羽根通りまで戻る

赤羽根通りの横

1） - ２



第1部

②．１国歩道橋横新通学路

1） - ３ 通学路改善報告

駐車場入口より

朝の通学路

帰りの通学路1） - ３1） - ３1） - ３1） - ３1） - ３1） - ３1） - ３1） - ３1） - ３1） - ３

フェンス撤去



第1部

1） - ４ 動画



赤松中央通り減速
ドット新設

④

③

第1部

1） - ５ 通学路改善報告

④

④

③

センター鋲２か所更新



第1部

⑤．松林通り通学路の改善

１） - ６ 通学路改善報告

現 状 工事期間：
8月22日（月）～24日（水）

工事範囲

1） - ４1） - ４1） - ４1） - ４1） - ４



改善後

センターライン撤去
路側帯を拡幅

近隣住民の皆様へ

交通安全施設設置工事（区画線設置）のお知らせ

初夏の候、皆様におかれましては、ますますの御健勝のこととお慶び申し上げます。
この度、茅ヶ崎市役所発注による交通安全施設設置工事を弊社にて、次のとおり施工実施

することとなりました。
皆様方には車両、自転車走行時及び歩行時にはご面倒をお掛けすることになりますが、
第三者の安全には、十分留意し工事を行います。
尚、駐車場等の出入りに支障が生じる場合は事前にご相談させて頂き、支障のない様にと
考えております。
近隣にお住まいの皆様方には、何かとご不便やご迷惑をお掛け致しますが、施工に際しましては、
関係者一同細心の注意を払い、安全を第一に優先し迅速な施工を行い、工事の早期完成に鋭意努力
致しますので、皆様方のご理解とご協力をお願い致します。

工 事 名 ： 令和４年度交通安全施設設置工事

工 事 箇 所 ： 茅ヶ崎市菱沼地内外（松林通り） （裏面に位置図あり）

契 約 工 期 ： 令和４年４月２８日～令和５年3月１７日

工 事 期 間 ： 令和４年８月22日(月)～令和4年8月24日（水）

（雨天の場合は順延となります）

工 事 時 間 ： 【昼間作業】 9:00 ～ 17:00 ※日曜・祝日は工事を

行いません。

交 通 規 制 ： 交通誘導員により片側交互通行
歩行者においては誘導員を配置し誘導をいたします。

第1部

１） - ７ 通学路改善報告

⑤．松林通り通学路の改善



第1部

2） - 1 防災部会の活動報告

１．立上げ主旨と目的

①主旨

地区における今後の防災を検討する

部署として、2020.9.9に立ち上げた。

②目的

ⅰ)地区特有な災害に対する取組み検討

ⅱ)関連情報の発信

等を行う「防災関連情報の共有」とした。

小和田地区

自治会 世帯数

災害リスク

①風水害 ②地震 ③津波 ④火災

地区全域 5,115 河川から遠く

風水害のリス

クは低い。但

し、一部に浸

水の可能性

あり。

元々地区とし

て砂地の箇所

があるため、

その箇所では

液状化の可能

性あり。

津波はＪＲ東海

道線を超えな

い予測のため

リスクは低い。

木造住宅が密

集して建ってい

るため①～④

の中で一番リ

スクが高いと想

定される。
本宿 1,700 風水害のリス

クは低い。

液状化の可能

性あり

津波のリスクは

低い

火災クラスター

の可能性あり。

新宿 1,020 同上 同上 同上 同上

菱沼小和田 1,200 同上 同上 同上 同上

赤松 550 一部で集中豪

雨による浸水

の可能性あり。

同上 同上 同上

赤松町 545 風水害のリス

クは低い。

同上 同上 同上

プランヴェール

湘南茅ケ崎

100 同上 同上 同上 火災クラスター

の可能性低い。

◆小和田地区の災害リスク



第1部

2） – 2  防災部会の活動報告

２．現在の活動状況

2.1 小和田地区まちぢから協議会防災関連の企画・立案部門として活動

2.2 令和4年度の企画提案による審議結果

①5月「安否確認訓練」：採用

ⅰ)訓練結果

ⅱ)次回の課題抽出済

本宿 新宿 菱沼小和田 赤松町 赤松 プランヴェール 合計

対象世帯数 1,388 941 986 466 569 100 4,450

確認世帯数 977 623 868 335 406 97 3,306

安否確認率 70.3% 66.2% 88.0% 71.9% 71.9% 97.0% 74.2%

昨年度 78.2% 65.7% 76.9% 60.7% 74.1% 97.0% 73.3%



第1部

2） – 2  防災部会の活動報告

②10月「防災訓練」：採用

ⅰ)「避難所開設・資機材取り扱い訓練」

ⅱ) 訓練の実施計画書作成完

ⅲ) 訓練ツール作成等による開催準備中

パーティション 多目的簡易ベッド

市内全域で震度6強の揺れを観測、
建物倒壊と火災発生を想定。

訓練対象資機材



３．今後の活動目標

■「避難行動要支援者支援制度」への対応

民児協、地域包括支援センター、自治会等との連携による

①地区内要支援者状況の把握

②地区内で均一となる支援の検討と実施

防災部会の活動報告



第1部

3） – 1 みちの愛称プロジェクト＜パート2＞
赤松町に続け!! 菱沼小和田自治会

★菱沼小和田自治会にて３本の道を選定

Ａ３ポスターを自治会内
掲示板に掲示

愛称を
募集

菱沼2-14-71

菱沼3-1-29
１

２

小和田小

投票用紙を
全戸配布

回収し
集計実施

３



第1部

3） – 2 みちの愛称プロジェクト＜パート2＞
赤松町に続け!! 菱沼小和田自治会

１ ⃣ 菱沼3-1-29から八王子神社方面へ向かい途中

菱沼2-14-71までの通り

Ａ：

Ｂ： 菱沼二三（ひしぬまにいさん） 通り

Ｃ：

２ ⃣ 小和田小学校入口の信号機のところから東へ向かいコナカの

裏までの通り（小和田小学校南側の通り）

Ｄ：

Ｅ： 小和小南（こわしょうみなみ） 通り

Ｆ：

３ ⃣ スマイルパークから南へ向かい国道１号線までの通り

（小和田小学校東側の通り）

Ｇ：

Ｈ：

Ｉ：

菱沼東 通り

菱沼そよ風 通り

ニコニコ 通り

小和田小南 通り

小和田すこやか 通り

スマイル 通り

小和田小東 通り

集まった愛称の候補

８／１０～
投票開始！！



第1部

3） – ３ みちの愛称プロジェクト＜パート＞
赤松町に続け!!菱沼小和田自治会

今後の予定

投票集計・決定
カンバンの制作

取付場所の
決定

カンバンの取付
（例･･･赤松町）

自治会員
小和田小・学生
赤羽根中・学生

自治会評議員
交通安全部会 回覧・ポスターで告知



第1部

3） – 4 みちの愛称プロジェクト＜パート3＞
菱沼小和田に続け!! 新宿・本宿自治会

新宿自治会：コロナ禍での活動不足・繋がり不足を補うために班長、組長に自分の
生活道路のアンケート調査を依頼

本宿自治会

1.自治会内のみちに愛称
2.辻堂駅に向かう通勤・通学路にみちの愛称

1.古道を調べて説明用カンバンを設置
鎌倉街道・浜道

2.新宿から続く辻堂駅に向かう通勤・通学路
にみちの愛称

鎌 倉 街 道
鎌倉街道とは鎌倉幕府が開かれた後の１１８５年に

「駅路の法」が制定され、鎌倉と各地を結んだ中世古
道の総称です。
茅ヶ崎市内を通る道は京都・鎌倉間の京鎌倉往還で、その

中でも中心的な街道でした。鎌倉の長谷から藤沢を経て、四
谷へぬける北街道と、鎌倉より腰越・片瀬・鵠沼・辻堂をへ
て小和田にぬける南街道があった。



第1部

４） – 1 広報部会の取組み報告

• 自治会連合会、社会福祉協議会や小和田コミセンなど、
参加団体の活動形態に大きな変化が無い。

まちぢから協議会の活動を説明する。

■基本認識の確認■

○まちぢからニュース（広報誌）にて参加団体を説明する。
配布を自治会回覧から全戸配布に変更。

○ホームページの大幅リニュ－アル（活動内容の掲載）
スマホ視聴の促進（ＱＲコードの普及）



第1部

４） – 2 広報部会の取組み報告
まちぢからニュースの発行

• まちぢからニュース51号（令和4年2月15日号）
部会の紹介：5部会の活動紹介

・まちぢからニュース52号（令和4年3月15日号）
自治会の報告：６自治会の活動紹介

・まちぢからニュース53号（令和4年5月15日号）
参加団体の紹介：地区社協、民児協、コミセン
辻堂西口YU-ZUルーム、こわだ地区推進協
松林地区推進協、ボランティアセンター

・まちぢからニュース54号（令和4年8月15日号）
小中学校、子ども会、体育振興会

（51号～54号にて全参加団体を網羅）

まちぢからニュース5１号 まちぢからニュース5２号

まちぢからニュース53号
まちぢからニュース54号



第1部

４） – 3 広報部会の取組み報告
ホームページの再活性化

• 市まちぢから協議会連絡会：紙媒体の広報活動とホームページ
などのＩＴインフラを同時に実施。

• 専門性を持つ技術者が少なく、更新記事が減った。
• スマホでの視聴が主流になり、ホームページの活用が再認識さ
れてきた。

・見て楽しい画面構成。
・各地域で行われている行事を気軽に載せる。
・見るのはスマホにＱＲコードを直接読み込む。

その実施例を「小和田地区まちぢから協議会」にて
ご覧ください。

小和田まち協ホームページＱＲコード



Ｂｒｅａｋ Ｔｉｍｅ ですよ。

＜休 憩 10分＞



第2部

・今年度より「こわだみらい部会」を立ち上げた。

・7/1の部会に松林地区の細田会長、菱沼自治会の今井会長

に参加頂き「北東部地域」として検討していく。

・排除することなく全てをテーブルにのせて検討する。

1） – 1 こわだの未来について



第2部

★将来像－自然環境と良好な住宅地が共生するまち

〇ゴミ問題：集積場所、自治会未加入世帯、市有地、空き家の活用
〇福祉：8050、老老介護、一人暮らし、認知症、ダブルケア世帯、

ﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰ、
〇農業：高齢化、後継者、農業エリアの活用（ほたるの里）
〇住環境：交通アクセス、自然環境、便利な暮らし
〇公共施設：コミセン、複合施設、YUｰZUルーム、給食棟会議室、

公民館などの更なる利用方法の開発

1） – 2 北東部地域（こわだ）の未来について



第2部

＜茅ヶ崎市の東の玄関口辻堂駅西口＝こわだ地区＞

★将来像－自然環境と良好な住宅地が共生するまち
〇ゴミ問題：市有地、空き家の活用

〇福祉：認知症

〇農業：農業エリアの活用（ほたるの里）

〇住環境：便利な暮らし

〇公共施設：給食棟会議室、などの更なる利用方法の開発

〇その他：

2） – 1 フリーディスカッション



おしまい

ありがとうございました


